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比表面積の考え方について 

 

 

No. Page 質問・コメント等 

50 添 付 書 類

P6-4 

（放射能換

算係数） 

比表面積の設定方法について、その妥当性について説明すること。 

71 本文 P5 

（比表面積） 

最大の比表面積 2.7cm2/g を算出した根拠の説明。対象物をすべ

て特定していることが前提なので、対象物の測定結果（表面積、重

量）リストを提示してもらいたい。 

 

 今回の認可申請書では前回の認可申請書と同様の方法で放射能濃度確認対象物の比

表面積を設定している。具体的には，設計図書を基に代表機器の比表面積（cm2/g）を求め，

各機器に対して比表面積の代表値を設定している。 

 具体例として「浜岡 1 号炉 ほう酸注入系配管（50A, 肉厚 5.5mm）」の比表面積の

計算結果を P3の「（３）比表面積の設定例（配管形状の例）」に示す。申請書には前回

と同様に本事例を記載する。 

 

（参考） 最大の比表面積 2.7cm2/gを算出した根拠の説明 

 最大の比表面積 2.7cm2/gである放射能濃度確認対象物は「低圧給水加熱器（A）管側」

である。設計情報（肉厚 1mm，内径 14.9mm）を基に，本回答書の P3 に示す算出式に従

い，比内表面積（1.3cm2/g）と比外表面積（1.4cm2/g）を求めて合計し，比表面積の代表値

（2.7cm2/g）を設定した。 
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１．比表面積設定の概略フロー 

機器の放射能量を算出するために必要な比表面積は，設計情報を基に機器の内面及

び外面に比表面積を設定し合計した。設定方法の概略フロー図を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「データベースに表面積，重量が設定されている」とは廃止措置第 1段階の調査にて

設計図書（設計図面，技術連絡書等）から表面積及び重量を設定したものを指す。 

 

  

※ 
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２．比表面積（比内表面積値＋比外表面積値）の設定例 

右図を基に比表面積の設定例を示す。 

 

（１）配管形状機器の比内表面積設定 

配管形状の機器の比内表面積は式（１．３）で求める。 

配管材質密度（金属密度）は 7.9 t/m3とする。 

 

W ≒ π×D×t×L×ρ・・・・・・・式（１．１） 

SI ＝ π×D×L ・・・・・・・・・・式（１．２） 

比内表面積 SI/W ≒1 / ( t ×ρ)・・・・式（１．３） 

 

但し，W：重量（t），SI：内表面積（m2）， D：配管内径（m）， 

L：配管長さ（m），t：配管肉厚（m），ρ：配管材質密度（t/m3） 

 

（２）配管形状機器の比外表面積設定 

配管形状の機器の比外表面積は式（２．５）で求める。 

比外表面積は比内表面積の( 1 + 2 t / D )倍となる。 

W ≒ π×D×t×L×ρ ・・・・・・式（２．１） 

SI ＝ π×D×L・・・・・・・・・・式（２．２） 

SO ＝ π×（D+2t)×L・・・・・・・式（２．３） 

比外表面積 SO / W (m2/t) 

≒( SO / SI ) ×( SI / W ) ≒ ( 1 + 2 t / D )×( SI / W )・・式（２．４） 

≒( 1 + 2 t / D ) / ( t×ρ)・・・・・・・・・・・・・・式（２．５） 

 

但し，W：重量（t），SI：内表面積（m2），SO：外表面積（m2），D：配管内径（m），

L：配管長さ（m），t：配管肉厚（m），ρ：配管材質密度（t/m3） 

 

（３）比表面積の設定例（配管形状の例） 

対象機器：浜岡 1号炉 ほう酸注入系配管（50A, 肉厚 5.5mm） 

比内表面積 = 1/(7.9×0.0055) = 23 m2/t 

比外表面積 = (1+0.0055×2/0.05)×1/(7.9×0.0055) = 28 m2/t 

比表面積  = 比内表面積 + 比外表面積 = 51 m2/t  

  = 0.51 cm2/g 

以上 


